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　心 全の予後は 治療の進 で著明に した

ものの 年生存 は 41 ～ 50 54 ～ 55

といまだ めて悪く12 期状態では心移植が

要となる しかし本 の心移植の はまだ く

の意 等から ナーの 対的 状態が続いて

おり 移植待機時間は として長期に渡り おの

ずと 外での移植に ら るを ない状況が続いて

きた 一方心移植には時間的制 があり当 移植施

設に やかにアクセスできなけれ ならず 当県の

合にはあらかじめ移動しておく 要があり 神

的 経 的 は大きい このような状況 で 外

渡航による心移植例を経験した その経過を通し考

する

症例

　 診時（199 年） 16 （高 ２年生）

呼吸にて 医より された 90 60

110 分（ 調律） 頸 脈 心 で III を

で 性ラ を は に25

指 知 部 真では心 比62

は 心 ー図では左室は著明に 大

し（左室 期 期 …70 65 ）

能は著明に していた 有意な 膜症や炎症

はなく 発性 心筋症による心 全と診

C 害 ループ 尿 タリスにて うっ

は消失したが左室は著明に 大したままで

あった 予後は めて 良と思われ 移植法が

施行された 後で心移植の 能性も 親へ 明し

た か月後に心 全悪化にて２度目の入院

を追加 動脈 に なく心筋生検で

心筋症は それから か月後の入院（高

業 後）は自 院は 能となった 心 の持

続 投 でも なく 機能も悪化 C

および I を併用し 機能は したものの心

悪 質の状態となった（図１） 内科的治療では

は 能で心移植を 移植適応委員会から

適応との 後 大 の 立 病セ ターへ
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要 期心 全状態において心移植は 力な治療手 である 日本人の心移植は長きにわたり 外の

みで行われてきたが 1997年の 移植法制 以後は 内でも 能となった しかし当 の脳死 での

提供には ナー本人の同意が 要でかつ十分に 会の セ スが られていない状況であった

ため ナー数は めて された そのような状況 でまず 内での移植のために県外 院し その後

外渡航心移植を成し た一例を経験した その経過を報告する
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院となった C および I を携えており一

の航 機では移送はできず 患者移送用 ェットを

用（図２） 院 日には 人工心 が り付

けられ全 状態は やかに した しかし感

症や 症 等の合併症で度 病態が悪化

し 本人 家族ともに 内での移植よりも ス

が多い での移植を した それには多 の経

がかかるため家族や 高 の同 会が中心とな

り募 活動が開 されたが 当時はこれも めて難

航した 渡 には 病セ ターのスタッフが同

行するものと思っていたが 同セ ターは 内の移

植を 進する立 にあり 入院あるいは通院しなが

ら ナーを待ち続けている患者への対応等から渡

は 地 のスタッフに任された 新たな山 する

問題と り まなけれ ならなくなった 移植施設

は沖縄の 病院の もあり の から

まで４ が として上がり 最 的には

立 病セ ターとの関わり に り付けられ

た日本 の 人工心 を えること そして り

継 なく行けるとの から C （カリフ ル

ア大学ロ ルス ）に そこは当時年間

100例の心移植が行われている施設であった（実

が 在した１ 間内にも２例の心移植が行わ

れた） それと 行して移送の具体的な 備のため

自 も 立 病セ ターで２ 間のト ー

グを受けた 医療スタッフ（他に IC ナー

ス２ 心 外科医１ １ ） 人工心

の ーカー 日本航 ーリスト等それぞれの

専門スタッフの協力のもと 度も や ールの

やり りや ー グを重 に具体的になっ

た 発時の 病セ ターから関 へのスケ

ュール（ により３ が用意された）は分

みで された いに当日の 気は トカー

を 導に予 通りに 発し 調に関 に 予

のロ ルス行き航 機は から一 かけて日

本航 の職員と 人工心 の ーカー が 備

をはずしスト ッ ーを設 その周りに

カー を り付け 人工心 の 動 を

（図３） 当時の の心 はほ 機能しておらず

人工心 が の を えていた 備え付けの

池は 30分しかもたないため他に 力源が 要で

機内の ー ー ーカーの 源を 用した その

源の周 数と 人工心 のそれとは なるため

ーターが 要で それは自 にしかなく

会議員へ 当日の 行中の機内での の状態は

めて安 していた 発から10時間余（ 地時

間の 11時30分）にロ ルス に

のロ ルスの のもと 地の

急士とともに悪路のハイウェイをまっす C

へ 30分で 事 に 報は えてあり な

継 で にとっての一大プロ ェクトは 事

した の心移植カ フ ラ スで主任 が

「（移植は） いでし う」といった言 をみや に

その3 月後に移植が施行された 以後

応もなく経過は めて良 在（30 ）では一

児の 親となり医療関 に 事し活 中である

か か
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　 トから トへの心移植は1967年に アフリ

カ共和 で 士により めて施行され

19 0年 に が開発され生存 が著明

に したことから急 に全 界に がった 一方

が では196 年の 医大のいわゆる和 移植

の で以後長きにわたり心移植は行われることは

なかった ナー心の 時間が成績を左 するた

め（200時間 で成績は する） 心死ではなく

脳死の ナーからの提供が となるが 脳死を死

ととらえられない死生 脳死の に し医師

に ることなく 対的な がなされるのか等

の セ スを るのは困難であった そんな

なかで1997年に「 の移植に関する法律」（

移植法）が成立し 移植時に って脳死を人の

死とすると明記され日本での心移植が再開 能と

なった しかし立法化されたからといって の意

が に変わるわけではなく （ ナー）本人の

生 の による意 表示（したがって 法上の

の効力がない15 は適応されない）かつ家

族の同意を要したことから 法律施行後の最 の脳

死心移植は 年後の1992年で その後も とし

て進まず 外での移植が 加した（本症例もその一

例） 200 年には 移植学会からイスタ ール

言がなされ 「自 の移植 ー に る を

自 または周 の協力を て ナーを確保する

努力をす き」「 外患者への治療は それによっ

て自 が受ける移植医療の機会が しない 合

にのみ される（移植 ーリ ムの ）」と

われた3 移植医療 ルの高い日本人が 外で移

植を受けることはさらに困難になることは明 で

移植法の 正論議が高まり2010年に 正され

た 正 移植法では ナー本人の意思がない

合には 家族の同意のみで 提供が 能とされ（同

時に15 の 提供も 能となった） 結果

ナー数は明らかに 加し（図４） 内での心移植

例も 加した（図 ） しかし移植 者の 加は

さらにそれを上回り 人工心 を した患者

の待機日数は 変わらず 00日余と長期に及んでい

る（図 ）4

　 内での心移植は保 診療であり患者の経 的

は ないが 本症例のように 外での移植には

大な 用を要する 本症例は 立 病セ ター

への移動に 300 渡 （ ）に 1000

C には事 （ ット）に7000 の

り みが 要であった（以後入院 の追加 求も

あり） おのずと自力では で募 を募ることと

なるが 当時は として進まず多くの人手と時間
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をかけ とか C からの期 に間に合わせら

れた状況であった 在は報 関 も めある程度

の認 共感が られており目 の 成は比

的 であるものの 募 に しては今でもいろい

ろな中傷 がある 移植を受けた本人が自らの

に十分 意しつつ 通にその後の人生を送るこ

と そして 会がそのことを 通の医療として受け

入れることが が の今後の移植医療がさらに発

する最大の要因ではないかと思う
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